学術論文誌の編集体制にみる日本の研究力強化に向けた取り組みの必要性 ―ナノテク・材料系ジャーナルに着目した分析― by 白幡 直人 et al.





























において IFが 4.5 を超えていた論文誌は、総じてそ
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　　　  系学術論文誌における IF の変遷注3）
注1　Impact factor （IF）: 情報サービス企業であるトムソン・ロイターから発刊される学術誌評価分析ツール
Journal Citation Reports が提供する論文誌のパフォーマンス指標であり、特定の 1年間において、ある学
術誌に掲載された論文の平均引用数として定義される。例えば、2013 年の IF は、直前 2年間のデータを使っ
て、次式で算出される。
IF（2013 年）= 2011 － 2012 年に Aという学術誌に掲載された論文が、2013 年中に引用された総被引用
回数／ 2011 － 2012 年に学術誌Aが掲載した論文総数
注2　学会または出版社によっては、シニアエディターとも呼ばれる。
注3　ナノテク材料系論文誌には、ISI Web of Knowledge において、Materials Science 分野に分類され
ている学術論文誌に加え、特にナノテク関連論文が多数掲載されている次の論文誌を加えた : ACS 
Applied Materials & Interfaces, Advances in Chemistry, Analytical Chemistry, Bioconjugate Chemistry, 
Biomacromolecules, Inorganic Chemistry, Journal of the American Chemical Society, The Journal of 
Physical Chemistry A, The Journal of Physical Chemistry B, The Journal of Physical Chemistry C, The 
Journal of Physical Chemistry Letters, Langmuir, Macromolecules, Chemical Communications, Physical 
Chemistry Chemical Physics, Lab on Chip, RSC Advances, Soft Matter, Green Chemistry, Nanoscale, 































も影響力のある学術論文誌」の一つ Journal of the 
American Chemical Society 誌では、24 名が米国か
ら、そして日本、ドイツ、フランス、韓国、サウジ
アラビアから 1名ずつ、計 29 名のチーフおよびア
ソシエイトエディターにより当該論文誌に関する
全てが決定される。図表 3では、ACSと RSCにおけ
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るナノテク・材料系学術論文誌のアソシエイトエ
ディター数を地域別さらには国別で比較する。ACS












































































告書」日本学術会議国際協力常置委員会編　平成 15 年 7月 15 日出版より抜粋）
3 学会または出版社の取り組み
4 論文誌運営業務への参画に向けた各国の取り組み
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